
（別紙３）

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 25世帯 （回答者数） 17世帯

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後とも体験を増やしていきたい。

2

それぞれの家族や職員との交流を図っていく。

3

ケガ等が無いように気を配っている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者様へSNSを通して周知する。

2

各学年に応じて専門的支援がある事をお知らせする。

3

本事業所でも兄弟間の対応を工夫したい。

○事業所名 児童デイサービス　きらめき大湾

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　3日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

兄弟間の支援。 家庭で兄弟間の対応ついて。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

研修会（勉強会）等のお知らせ。 保護者様へ研修会開催のお知らせや研修内容を知らせていない

事の指摘がある。

専門的支援はどのような事について。 保護者様へ専門的支援の内容を知らせらりする事が出来ていな

かった。

児童が日頃の活動を通して、家庭で体験した事を思い出して活

用している。

課外活動を通して社会とつながる体験を行っている。

親子交流会を行っている。 毎年2回の親子交流会（バスケットボールやドッチボール等を

行い、）を設定し多く

のご家族が出来るようにしている。

安心や安全のある事業所。 児童にとって、つまずく物等を取り除いたり、遊び道具の整理

整頓に務めている。

事業所における自己評価総括表公表


